
























































案科 6人、彫刻科 2人、漆工科 2人、学科 10人程度で推移しており、これに書記 1～2人、校医 1人、


























学校に校医が置かれるようになるのは明治 31 年 6月の星野元彦（任期 M31.6～M40.3）からである。
同年 1月に公布された「公立学校ニ学校医ヲ置クノ件」を受けた措置であり、以後木村得善（任期 M40.3
～M42.3）、渡辺豊治（任期 M44.7～M44.9）、竹内薫兵（任期 M44.9～T1.9)、瀬川深（任期 T1.10～T2.12）、
楢林篤三（任期 T3.1～T4.3）、森家五郎（任期 T4.4～S9.10）、宇佐玄雄（任期 S9.10～S24）と続いて





付表 京都市美術学校以後学校代表者一覧    
吉田秀穀 
京都府画学校校長 1886/3/22 1889/12/16 
役人 京都市画学校校長 1889/12/17 1891/03/31 
京都市美術学校庶務幹理 1891/04/01 1893/03/31 
内貴甚三郎 京都市美術学校摂理 1893/04/21 1894/05/24 実業家 
上田正當 
京都市美術学校摂理 1894/05/24 1894/08/07 
役人 
京都市美術工芸学校摂理 1894/08/08 1894/10/17 
今泉雄作 京都市美術工芸学校校長 1894/10/17 1898/01/31 学者 
上田正當 
京都市美術工芸学校校長代理 1898/03/01 1898/07/26 
役人 京都市美術工芸学校校長 1898/07/27 1901/5/7 
京都市立美術工芸学校校長 1901/5/8 1908/11/18 
荒木矩 京都市立美術工芸学校校長事務取扱 1908/12/21 1909/3/31 学者 
大野盛郁 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1909/4/1 1910/3/16 役人 
松本亦太郎 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1910/3/17 1915/5/29 学者 
大森吉五郎 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1915/6/1 1916/3/9 役人 
藤代禎輔 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1916/3/10 1924/5/31 学者 
（荒木矩） 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1920/7/3 1921/4/7 学者 
多久安信 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1924/5/31 1925/3/24 役人 
辻宇之助(都路華香) 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長心得 1925/3/25 1926/3/19 
画家 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1926/3/20 1931/8/4 
菊池完爾(契月) 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1931/8/7 1932/2/14 
画家 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1932/2/15 1933/6/10 
西山卯三郎(翠嶂) 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1933/6/10 1936/1/31 画家 
石川芳太郎 京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1936/1/31 1936/3/20 役人 
川村萬蔵(曼舟) 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長事務取扱 1936/3/20 1936/6/19 
画家 
京都市立美術工芸学校・京都絵画専門学校校長 1936/6/20 1942/11/7 




1942/12/28 1949/4/15 学者 














勝雄（任期 S6.8～S7.8）、横山伊三郎（任期 S7.8～S8.8）、武市長雄（任期 S8.8～S10.8）、松島唯雄
（任期 S10.8～?）、小田嶋俊夫（任期?～S13.4）、肥田鎮夫（任期 S13.4～S13.9）、熊本克巳（任期 S13.9



















































2001）、都路華明（1903-1965）が加わり、一洋を加えた 8名の体制が昭和 11年まで継続する。昭和 11
年には一洋、印象、道夫、松篁の 4名が絵画専門学校に異動、猪原大華（1897-1980）、菊池隆志（1911-
1982）、西村卓三（1908-1955）、徳岡神泉（1896-1972）、勝田哲（1896-1980）、入江波光（1887-1948）















































































































































































は明治 34から 40年まで西洋美術史を、美学者で俳人の中川四明（1849-1917）は明治 33年から 42年
まで美学を、建築家の松室重光（1873-1937）は明治 34年から 37 年まで建築史を、有職故実に詳しい
華族の山科言縄（1835-1916）は明治 33年から 38年まで故実を、儒学者の苅谷無隠（1844-1910）は























































1 他に明治 27-32年に予備科が、昭和 19-23年に建築科が設置された。 
2 『百年史』（1981年 3月、京都市立芸術大学）pp.504-523。 
3 『百年史』(前掲書)を基本に「京都市美術工芸学校一覧」（明治 34年 3月）、「京都市立美術工芸学
校一覧」（明治 35年 3月）、「京都市立美術工芸学校沿革略」（明治 43年 3月）、「京都市立美術工芸学









6 「沿革一覧表」（『京都市立美術工芸学校一覧』明治 45 年 7 月）p.6。明治 23 年の項。 
7 明治 24年 1月には京都府勧業課からの補助金打ち切りにともない、学校存続についての審議が行
われた。産業界からの希望を受けて存続が認められた。 
8 明治 26年御所東南隅の土地を借地し、初めて自前の校舎を京都市が建築した。 
9 明治 27年実業教育費国庫補助法が公布され、21校が補助を受けた。美術学校の受けた 2500円は
該校中最高額である。当初の補助金額は学校予算の三割を占めた。そして、金額の変動はあったが、
補助金は昭和初年まで受けることができた。補助金にともなって市費も増額されており、美術工芸学
校が単独で存在した最終年次である明治 41年の市費による予算規模は明治 27年の 3.7倍にもなって
いる。 
10 大正 14 年から始まった配属将校 1 名について割愛した昭和期の教職員は 34 名程度で推移してい
る。 
11 大正 13年 4月に学校移転問題に端を発した校長藤代禎輔と教員竹内栖鳳、山元春挙との確執が、
学校運営のあり方にまで及び学校全体を混乱させた。結局校長藤代と教員竹内、山元、荒木矩の双方
の退任により収束させることになった。 
12 「明治四十三年以後沿革史 京都市立美術工芸学校」の昭和 5年 8月 31日の項に「教員山口米次
郎学校編制ノ変更に依リ職務を免セラル」とある。この再編が絵画科のみのものであった可能性はあ
り、漆工科を除く専攻では、顕著な教員の交代は見られない。 










































































































































































































































































































































































































































































































原　在泉 在泉 (職)京都市画学校教員 ※1 6月22日
森川英絢 曽文 (職)元京都府画学校教員 5月10日※2 6月30日
菊池常次郎 芳文 (職)元京都府画学校教員 5月19日※2 1月18日
鈴木瑞彦 文昇 (職)京都市画学校嘱託教員 ※1 3月31日
榊原長敏 文翠 (職)京都市画学校嘱託教員 ※1 10月30日
岸　英 九岳 (職)京都市画学校嘱託教員 ※1 5月18日
竹内恒吉 栖鳳 → 5月1日 4月23日
三宅清三郎 呉暁 6月30日 4月30日
橋本眞之助 菱華 1月28日 3月20日
兼崎復三 得山 1月28日 6月15日
瀧山廣太郎 稲洲 1月28日 7月5日
渡辺孝吉郎 虚舟 1月28日 5月16日
藤井末次郎 春水 1月28日 3月
合田一覺 一蜂 → 5月19日 4月16日
川北源之助 霞峰 6月3日 8月18日
山元金右衛門 春擧 → 5月1日 8月9日
長屋東二郎 秋香 7月5日 9月23日
仲松之助 芳暁 10月16日 3月8日
西山卯三郎 翠嶂 → 3月14日 4月16日
川村萬藏 曼舟 → 9月30日 7月6日
本多貞三郎 萬翠 12月 3月8日
豊島禎吉 停雲 4月19日 3月31日
柴原魏造 希祥 4月5日 9月30日
西村源次郎 五雲 → 4月12日 6月13日
菊池完爾 契月 → 4月12日 5月26日
徳田其太郎 隣斎 → 6月4日 9月30日
木島文治郎 桜谷 → 10月25日 8月22日
辻宇之助 都路華香 → → 6月21日 6月13日
佐野　滋 一星 6月11日 8月31日
二宮久三 一鳩 6月11日 9月30日
川本　修 参江 5月12日 8月31日
柴田成教 晩葉 8月23日 3月31日
































































































































































































































































































































































































































































































梥本謹之助 一洋 → 6月30日 4月30日
宇田善次郎 荻邨 → 5月19日 8月31日
山口米次郎 華楊 → → 8月31日 8月31日
登内正吉 微笑 8月18日 3月31日
堂本三之助 印象 → 8月18日 1月31日
前田八十八 荻邨 → 10月15日 3月31日
金島政太 桂華 10月15日 10月21日
松元道夫 → 10月15日 5月25日
上村信太郎 松篁 → 8月18日 5月25日
辻宇佐雄 都路華明 4月1日 ※3
猪原　壽 大華 5月25日 7月21日
菊池　隆 隆志 5月25日 4月20日
西村源三 卓三 5月25日 ※3
徳岡時次郎 神泉 5月25日 4月20日
勝田哲三 哲 5月25日 ※4
入江幾治郎 波光 → → 7月15日 8月4日
小宮信一 大宙 11月30日 ※4
多田敬一 4月30日 ※3
田ノ口甚作 青晃 5月6日 ※3
高木冨三 3月31日 ※3
横山秀麿 大観 4月21日 12月25日
小島光眞 独山 4月17日 3月31日
佐藤崇夫 4月17日 12月23日
竹内泰蔵 4月29日 3月31日
大澤芳太郎 巴城 (職)幹事兼任 4月11日 8月28日
谷口槌之助 香嶠 1月10日 7月1日
伴虎之助 5月3日 12月26日
藤井末次郎 春水 1月28日 3月
岐美　清 竹涯 2月27日 9月8日
神坂吉隆 雪佳 5月6日 2月3日
古谷藤太郎 紅麟 5月6日 12月23日
菊池左馬太郎 5月6日 3月30日
猪飼宇吉 嘯谷 7月5日 8月31日




































































































































































































































































































































































































































































































青木幸治郎 蘚石 6月24日 9月8日
千熊宇平 章禄 4月27日 3月31日
大橋　寁 → → 3月31日 ※4
田村勝三郎 春暁 8月31日 ※3
山鹿健吉 清華 8月31日 4月30日
森　守明 → 9月8日 3月31日
山田秀藏 江秀 9月14日 12月5日
太田喜二郎 → → 9月18日 4月30日
片山行雄 → 5月4日 4月30日
丸毛又三郎 9月9日 3月31日




大村峰吉 西崖 7月31日 10月8日
林　美雲 10月21日 2月26日
亀田徳太郎 杢介 3月31日 10月1日
国安虎三郎 稲香 7月5日 8月7日





北村西望 西望 ※5 2月8日 ※5
建畠彌一郎 大夢 2月28日 3月22日
石本恒介 暁海 8月7日 8月23日
松田尚之 10月2日 9月10日
藤庭賢一 8月31日 ※4
湯浅久吉 守隆 1月22日 9月23日
伊藤貞文 4月21日 7月31日
国重篤介 6月11日 1月18日
富田幸七 光一 11月18日 3月17日






































































































































































































































































































































































































































































































江馬長治 長閑 8月13日 9月30日
平舘酋一郎 嘉邦 10月15日 11月30日
奥村　亨 霞城 10月15日 11月8日
水内平一郎 杏平 2月28日 ※4




北野重利 ※6 4月10日 ※6
前田良三 8月1日 ※3
南　廣吉 10月30日 5月20日
末広虎之助 数学 7月3日 12月
吉田秀穀 3月31日 11月22日
富岡百錬 鉄斎 修身･故実 5月19日 3月31日




藤原源二 国文 4月1日 9月9日
寶山良雄 修身 1月26日 4月19日
黒田啓太郎 国文･漢文･博物 1月26日 6月10日
脇谷洋次郎 理科 2月17日 10月31日
湯本文彦 漢文 8月31日 9月26日
堀十五郎 (職)退任後書記。数学･物理･化学 4月25日 3月31日
山科言縄 故実 6月25日 3月31日
中川重麗 四明 → 審美学 10月16日 4月16日
松田清太郎 体操 12月13日 4月
荒木矩 漢文･作文･歴史･美術工芸史 12月28日 5月31日
徳永佐助 鶴泉 欧文翻語･欧州美術史 7月30日 4月30日
宮島幹之助 生物学･解剖 10月16日 9月30日
松室重光 建築沿革 12月6日 8月6日
藤木左市 4月19日 6月7日
苅谷無隠 漢文 9月26日 3月31日




































































































































































































































































































































































































































































































柴田忠克 国文･漢文 6月7日 4月30日
山田七三郎 4月22日 6月10日
飯田精一郎 6月26日 2月
三吉武郎 → 10月7日 4月16日
西海福之助 (職)書記兼務。作文･習字 1月9日 3月31日
平野喬市 漢文 4月10日 9月
原喜廣 飯島吉廣 英語 9月7日 4月6日
松本収 ※7 理化学 4月4日 ※7
八木絹助 博物･解剖･数学･英語 5月8日 4月20日
池上庄次郎 6月8日 4月12日
髙畑彦次郎 英語 4月21日 4月18日
祐森六郎 図学･工芸彫刻漆工史 7月14日 4月7日
長谷川安治郎 8月1日 5月30日
平野久吉 国語･漢文 4月18日 3月31日
江馬務 歴史･地理 4月27日 11月21日
三浦恒助 英語 7月20日 10月10日
石神徳門 教育学 10月10日 11月20日
鈴木三郎 英語 10月13日 9月7日
横澤信雄 英語 9月7日 1月25日
加藤俊雄 英語 3月25日 3月31日
片山春一 英語 4月21日 3月31日
島崎得道 英語 4月18日 3月31日
種子島時彦 用器画 4月20日 3月31日
加藤仁平 国語･漢文 4月1日 3月31日
槽谷幸造 11月10日 6月8日
森弦孫 英語 3月31日 8月15日
神田勇治郞 国語･作文 3月31日 11月20日
木村重次郎 (職)書記兼務 4月27日 8月31日
源豊宗 5月21日 3月31日
佐野寅太郎 英語 9月30日 7月5日
岸本信英 物理･化学･数学 4月1日 10月31日
千野光茂 解剖･理科･博物 5月6日 4月30日
































































































































































































































































































































































































































































































久世欽十郎 図学 4月13日 6月30日
武田彌太郎 英語 8月1日 5月31日
深見芳雄 物理･化学･数学 11月16日 6月30日
河田禮太郎 英語 6月5日 1月31日
中島悌次 英語 4月30日 8月5日
野口寬治 修身･歴史･地理･公民 3月31日 11月30日
村岡敬三 物理･化学･数学 6月30日 10月31日
島津栄一 → → ※8 教練体操 9月20日 ※8
長谷川信好 国語･漢文･習字 11月24日 3月31日
絹谷正婦美 物理･化学･数学 11月24日 6月10日
加藤一雄 → → → 歴史･地理 6月11日 ※9
有澤丈夫 数学･物理･化学 7月3日 6月13日
原與作 修身教育学・教頭 6月8日 7月1日
日下丑之助 体操 4月8日 5月20日
松田保一郎 数学･物理･化学 7月31日 3月18日
内藤戊申 地理･歴史･習字 10月13日 12月1日
鯉田栄一 国語･漢文･歴史 3月31日 12月14日
駒井順亮 体操教練 12月1日 8月25日
富本健輔 歴史地理 8月15日 8月20日
塩津真二 道義･外国語 8月25日 6月
井上七夫 数学･物理･化学 3月31日 5月31日
高瀬健次 歴史地理 9月7日 3月31日
大對春一 体操教練 9月22日 11月7日
岡田吉重 12月18日 1月31日




今泉正 数学･物理･化学 5月15日 6月30日
岡田清 ※10 ※4




































































































































































































































































































































































































































































































安達治郎 修身･歴史･地理･公民 12月31日 10月
佐藤大気美 (職)教頭 11月15日 ※3
原田幸之助 11月30日 ※9
落合信子 1月15日 ※9
岩井忠熊 歴史 4月30日 10月
平野弘 4月20日 ※9
真野磯三郎 9月1日 ※9
1　本表は京都市美術学校から京都市立美術高等学校までの教員の在職期間を判明する範囲で一覧したもの。 注 ※1　表外に初任命日があるため割愛。
2　教員名の配列は各専攻別に初任命日が早い者から並べている。 ※2　表外に初任命日あり。本表内の任命日のみ記載。
3　教員名の専攻への振り分けは、できる限り資料に従ったが、不明な者もあり完全ではない。 ※3　昭和22年7月1日以後昭和24年3月31日までに退任。
4　教員名の表記は本名によるが、雅号別名を付記した。色分けしたものは学校卒業者。 ※4　昭和24年4月1日日吉ケ丘高等学校へ異動。
5　備考には役職や担当科目などを記載する。 ※5　昭和17年4月30日以後昭和21年7月1日までに退任。
6　表中に示す期間の最初と最後の期日を初任命日と退任日として記載した。 ※6　昭和21年7月１日までに退任。
7　表中の表現に注意を要するものについては※により注記を加えた。 ※7　昭和21年7月1日までに退任。
8　1日でも在職した年のマスを以下の色分けにより塗りつぶしている。 ※8　昭和19年4月1日以後21年7月1日までに退任。
※9　昭和24年3月31日までに退任。
　美術工芸学校等教員（助手･助教諭･教諭･教員心得･地方教官を含む） ※10　昭和23年6月30日以後昭和24年3月31日までに退任。
　美術工芸学校等嘱託教員 ※11　昭和22年6月30日までに退任。
　嘱託と専任の切り替え
　短期間の断絶を含む
　美術工芸学校等教員と繪画専門学校教員の兼任
　美術工芸学校等嘱託教員と絵画専門学校教員の兼任
→ 　絵画専門学校との異動関係
凡例
京
都
市
美
術
学
校
京都市美術
工芸学校
京都市立美術工芸学校
学科
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